都市減災研究センター・2009年度報告会
日時：2009年12月19日（土）　１０～１８時、終了後、懇親会を予定（実費）

場所：中層棟０６５２教室
目的

文科省・私大戦略的研究基盤形成支援事業の申請を直前に控えており、プロジェクトと各中・小課題の研究内容とメンバー（内外を含む）の確認、およびその役割・予算配分等を決定する予定です。同時にプロジェクトの一体化を行い、申請書作成への基礎資料とします。本学のメンバーは全員参加を原則とします。
プログラム案

次ページ参照
資料提出

本学プロジェクトメンバーは次々ページの提出資料を作成し、小課題・中課題ごとに内容を確認してください。その後、12月12日（土）までに久田・相田までメールにて送付ください。見積もりなど別資料は直接、相田さんにコピーを送ってください。

　提出先：各小課題・中課題リーダーの確認・調整の後に久田・相田に提出、

久田（hisada@cc.kogakuin.ac.jp）、相田（yoko_aida@sc.kogakuin.ac.jp）

　提出締切：12月12日（土）

注意

予算や成果に関して本学のプロジェクトを取り巻く環境は非常に厳しくなっています（予算減、これまでのプロジェクトの評価、これからのプロジェクトの一体化、査読付き論文の義務化、など）。報告会では、参加メンバーによる研究概要、期待される成果、予算配分、成果の公表計画（原則として査読付き１年１編以上）を報告頂き、プロジェクト内での位置づけの確認を全員で行う予定です。したがって、仮にプロジェクト内での位置づけが明確にできないメンバー・グループは、申請に際して参加を見合わせて頂くこともありうることを了承お願いいたします。
Udm報告会・プログラム案
小課題（または個人）による成果・計画の報告（10時～14時、うち１時間昼食）
　→１名当たり５分間の持ち時間とします（ただし、小課題最大で３０分）。小課題単位で代表者が報告するか、個人単位で報告するかは各小課題で話し合いのうえ決めてください。もしメンバー・内容等に修正があれば、小課題・中課題単位で確認の後、早めに連絡をお願いします。

報告会の趣旨・プロジェクト概要の確認（１０時～１０時１０分）

小課題報告１：１０時１０分～１２時２０分
中課題４　非常時にも対応した自然エネルギー活用による電源と通信網の構築（リーダー：淺谷）

20分　4.1) 非常時にも対応した通信網の構築：淺谷、小林（亜）、山口、水野
30分　4.2) 自然エネルギー利用による効率的な非常電源の開発：佐藤、荒井、小林（幹）、大竹、雑賀、市川

中課題５　自治体・地域協働による災害時の都市機能維持に関する研究（リーダー：村上）

30分　5.1) 超高層建築の防災計画・事業継続計画に関する研究：久保、村上、久田、三好、吉田

20分　5.2) 街区・都市機能継続に関する研究：村上、久保、久田、後藤(治)
20分　5.3) 震災時における医療・福祉等施設の機能維持に関する研究：山下て、長澤、山下哲、村上

中課題３　震災廃棄物の再資源化と高機能化（リーダー：阿部）

10分　3.1) 震災廃棄物の再資源化と高機能化：阿部、田村

質疑　２０分

昼食（１２時２０分から１３時２０分）

小課題報告２：１３時２０分～１５時００分

中課題１ 都市型建築の効果的な耐震補強・改修法の開発と推進（リーダー：後藤）

10分　1.1) 首都圏直下地震・活断層等による強震動予測と超高層建物等の減災対策：久田、山下(哲)
10分　1.2) 鉄筋コンクリート造建築の効果的な耐震補強・改修法の開発と推進：近藤、小野里 

10分　1.3) 体育館の耐震性能評価と補強法に関する研究：山下(哲) 

10分　1.4) 都市型木造建物・伝統木造建物な耐震診断・補強法の開発と推進：宮澤、後藤(治) 

中課題２　建築・都市機能維持施設の効果的な耐震補強・改修法の開発と推進（リーダー：大橋）

15分　2.1) 非構造部材・建築設備の耐震補強と改修に関する研究：大橋、山下(哲)、久田

20分　2.2) 建築・都市のライフライン設備の耐震性向上と長寿命化：小久保、後藤(芳)、小林(光)、一之瀬

質疑全体　２０分
休息（１５時００分～１５時２０分）
議論：１５時２０分から１８時
　→申請書作成に向けて、プロジェクトの方向性、研究内容、年次計画、学内・学外研究者とその役割、成果の公表計画、研究費・研究設備と内容、など各項目の再確認
懇親会（１８時半から２０時）
提出資料：

　文科省申請のもとになる資料です。小課題・中課題の単位で内容を調整したうえ、下記の項目を全員が記入し、必要資料を添えて提出をしてください（→小課題・中課題リーダー・久田・相田に提出）。
１．氏名・所属（本人）：
２．研究課題：

３．研究内容（1000字程度、専門外にも分かりやすい図表・写真などを含める）：

４．当該研究課題の成果が研究プロジェクトに果たす役割：

５．本年度に得られた成果：

６．成果の公表実績（本年度の大会発表、査読付き論文等への投稿など）：

７．２００９年度に使用・使用予定の研究費と内容：

８．次年度以降の年次計画：

　２０１０年度

　２０１１年度

　２０１２年度

　２０１３年度

　２０１４年度

９．主な業績（最近５ヶ年において発表した主な学術論文（掲載された雑誌名を必ず記載してください。ただし、口頭発表は含みません。）、学術研究著書を研究者ごとに発表年次順に記入してください。構想調書作成上の留意事項を参照し、研究プロジェクトに関連する業績を記入してください。）：発表論文名・著書名、発表年月日、レフェリー（査読）付き論文の有無




１０．期待される成果と公表計画（次年度以降の、の査読付き論文等への投稿計画など）

１１．学外研究者：所属・職、研究者名、研究プロジェクトにおける研究課題、当該研究課題の成果が研究プロジェクトに果たす役割、を記入

１２．　協力機関：機関名、期間、担当者（氏名・所属・連絡先）


１３．科学研究費補助金の申請・採択状況：平成19年度及び平成20年度に採択されたものについて、年度、研究種目、研究課題名、研究者名（代表・分担の別）、採択金額（千円）（採択された課題のみ）を記載
１４．科学研究費補助金以外の研究費補助金等（文部科学省以外の官庁等、特殊法人、地方公共団体からの補助金及び委託費を含む）の受け入れ状況（平成19年度及び20年度に100万円以上受け入れたものについて、年度、研究費配分機関名、補助金等の名称、研究課題名、研究者名、補助金等額（百万円）を記載
１５．研究設備（１個又は１組の価格が５００万円以上、本事業費で申請予定のもの）：整備年度、研究設備名、主な使用目的、事業計画額（千円）、見積もり・システム図など補足資料をつける

１６．その他の研究装置・設備の概要（EEC/Post EECや私学研究助成などで既に整備されており、本プロジェクトで使用予定なもの）： 整備年度、研究装置・設備名、主な使用目的

